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■はじめに 

本資料は，AX6700Sハードウェア取扱説明書（Copyright (C) 2007, 2009, ALAXALA Networks Corporation. All 

rights reserved.）の訂正内容について説明するものです。 

本装置をご使用になる時は，この資料を必ずお読みください。 

本資料の対象となるマニュアルを以下に示します。 

 

項番 マニュアル名称 マニュアル番号 

１ ALAXALA AX6700Sハードウエア取扱説明書 AX67S-H001-40 

 
 
■商標一覧 

・Ethernetは米国Xerox Corp.の商品名称です。 

・イーサネットは富士ゼロックス（株）の商標です。 

・Windowsは米国Microsoft, Corp.の商標です。 

・その他，各会社名，各製品名は，各社の商標または登録商標です。 
 
■ご注意 

この訂正資料は，改良のため，予告なく変更する場合があります。 
 
■発行 

2017年 3月（第6版） 
 
■著作権 

All Rights Reserved, Copyright (C) 2009, 2017, ALAXALA Networks, Corp. 
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「■電波障害について」の説明を下記に訂正します。 

 
【訂正前】 

 

この装置は，情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A情報技術装

置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使

用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 
 
 

【訂正後】 

 

この装置は，クラスＡ情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こす

ことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 
          VCCI-A 
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安全にお取り扱いいただくために（安全-1～安全-16） 
 

「■万一，異常が発生したときはすぐに装置の電源を切ってください。」の次に，下記の警告を追加

します。（安全-2） 
 

【追加】 

 

■コンセントは装置近傍に設置してください。 

●電源プラグをすぐに抜けるように，コンセントは装置近傍に設置してください。またコンセント

の周りには物を置かないでください。 

 
■分電盤は装置近傍に設置してください。 

●分電盤は操作が容易に行えるように，本装置の設置場所と同じ部屋か，近接する部屋に設置して

ください。 

 
 

「■接地を取ってください。」を下記に訂正します。（安全-3） 

 

【訂正前】 

 

●本装置を AC100V 電源に接続する場合，機器 1 台当り最大 3.5mA の漏れ電流が流れます。必ず接

地付きのコンセントを使用してください。接地を取らずに使用すると，感電の原因となるととも

に，電気的雑音により，障害発生の原因となります。 

●本装置を AC200V 電源に接続する場合，機器 1 台当り最大 5mA の漏れ電流が流れます。必ず接地

付きのコンセントを使用し，コンセントが建物の接地板に接地されていることを確認する必要が

あります。 

保守員または専門の工事業者の方に確認を依頼してください。 

接地を取らずに使用すると，感電の原因となるとともに，電気的雑音により，障害発生の原因とな

ります。 

本装置には以下のラベルを貼り付けています。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
【訂正後】 

 

●本装置には，機器 1 台当り最大 3.5mA の漏れ電流が流れます。AC 電源に接続する場合は，必ず

接地付きのコンセントを使用してください。接地を取らずに使用すると，感電の原因となるとと

もに，電気的雑音により，障害発生の原因となります。 
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「■接地を取ってください。」の次に，下記の警告を追加します。（安全-3） 

 

【追加】 
 

■電源設備系統を 2 系統化してください。 

●本装置を AC230V 以上の電源に接続して電源を冗長化する場合には，異なる電源系統からそれぞ

れの電源機構に給電して電源設備系統を 2 系統化してください。 
一つの系統から給電すると，機器 1 台当り最大 5mA の漏れ電流が流れます。 

 
 

「■装置本体の設置および運搬作業は訓練を受けた方または専門の運送業者の方が行ってくださ

い。」の次に，下記の警告を追加します。（安全-4） 
 

【追加】 

 

■本製品は屋内で使用してください。 

●本製品は屋内で使用してください。また，全てのインタフェースケーブルは，屋内配線されてい

るものを接続してください。屋外配線されているケーブルを接続する場合は，雷に対する対策を

必ず施した上で接続してください。 

 
 

「■レーザー光に注意してください。」の次に，下記の注意を追加します。（安全-9） 
 

【追加】 
 

■SFP-T 動作中および動作停止直後は手を触れないでください。 

●SFP-T 動作中（リンク確立中）の温度は，最高 65℃になります。動作中および動作停止直後は手

を触れないでください。火傷の原因となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお，SFP-T を取り外す場合は以下の手順に従ってください。以下の手順に従わないと，火傷の

原因となります。 

・装置の電源を入れたままで取り外す場合は，inactivate コマンドを実行してから 5 分後に取り外

す。 

・装置の電源を切断して取り外す場合は，電源を切断してから 5 分後に取り外す。 

SFP-T には以下のラベルを貼り付けています。 
 
 
 
 
 

 

高温注意 
（動作中は上下，両側面すべて 
高温になっています。） 
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1. 機器の概要（P1～P44） 
 

1.6 ネットワークインタフェース機構（NIF） 
 

表 1-10 を下記に訂正します。（P23） 
 

【訂正】 

表 1-10 ネットワークインタフェース機構一覧 

サイズ 名 称 
インタフェース 

10/100/1000BASE-T 1000BASE-X 10GBASE-R 

シングルサイズ NK1G-24T 24 ポート － － 

NK1G-24S － 24 ポート － 

NK1GS-8M 4 ポート 8 ポート － 

NK10G-4RX － － 4 ポート 

NK10G-4RXA － － 4 ポート 

NK10G-8RX － － 8 ポート 

NK10G-8RXA － － 8 ポート 

 
 

「上図は NK1G-24T の例です。ネットワークインタフェース機構の種類により，インタフェースポートや LED 

が異なります。シングルサイズのネットワークインタフェース機構の詳細については，（1）以降を参照してくだ

さい。」の次に，下記の NOTE を追加します。（P23） 
 

【追加】 
 

ＮＯＴＥ 
(1)以降の正面外観は AX6300S シリーズ用ネットワークインタフェース機構の外観を示

していますが，ハードウェア仕様は共通です。 

 
 

「(4) NK10G-4RX」の説明を下記に訂正します。（P30） 
 

【訂正】 

(4) NK10G-4RX および NK10G-4RXA 

NK10G-4RX および NK10G-4RXA は以下のハードウエア仕様を備えたネットワークインタフェー

ス機構です。 
 
 

「(5) NK10G-8RX」の説明を下記に訂正します。（P32） 
 

【訂正】 

(5) NK10G-8RX および NK10G-8RXA 

NK10G-8RX および NK10G-8RXA は以下のハードウエア仕様を備えたネットワークインタフェー

ス機構です。 
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1.7 メモリカード（MC） 
 

(2) に SD1G の説明を追加します。（P34） 
 

【追加】 

(2) SD1G 

1GB の SD メモリカードです。 

図 1-23a 外観 

 
 
 
 
 
 
 

ラベルの表示：AlaxalA SD1G 
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1.8 トランシーバ 
 

1.8.1 SFP 
 

表 1-16 を下記に訂正します。（P35） 
 

【訂正】 
 

表 1-16 SFP 一覧 

番号 モジュール名称 インタフェース サポートするネットワーク 

インタフェース機構 

1 SFP-SX ギガビットイーサネット 1000BASE-SX NK1G-24S 

NK1GS-8M 
2 SFP-SX2 ギガビットイーサネット 1000BASE-SX2 

3 SFP-LX ギガビットイーサネット 1000BASE-LX 

4 SFP-LH ギガビットイーサネット 1000BASE-LH 

5 SFP-LHB ギガビットイーサネット 1000BASE-LHB 

6 SFP-BX1U ギガビットイーサネット 1000BASE-BX10-U*1 

7 SFP-BX1D ギガビットイーサネット 1000BASE-BX10-D*1 

8 SFP-BX4U ギガビットイーサネット 1000BASE-BX40-U*2 

9 SFP-BX4D ギガビットイーサネット 1000BASE-BX40-D*2 

10 SFP-T イーサネット 10/100/1000BASE-T NK1G-24S 

*1 1000BASE-BX10-U と 1000BASE-BX10-D を対にして使用します。 

*2 1000BASE-BX40-U と 1000BASE-BX40-D を対にして使用します。 

 
 
 

レーザー光に関する注意文を下記に訂正します。（P35） 
 

【訂正】 
 

SFP（SFP-T を除く）ではレーザー光を使用しています（レーザー光は無色透明で目に

は見えません）。光送受信部を直接のぞかないでください。 
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「(6) SFP-BX1U」の説明を下記に訂正します。（P37） 
 

【訂正】 

(6) SFP-BX1U 

図 1-29 外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SFP-BX1Uにはモジュール Aタイプとモジュール Bタイプの 2タイプのものがあります

が，機能上の違いはありません。 

 

 
「(7) SFP-BX1D」の説明を下記に訂正します。（P38） 

 
【訂正】 

(7) SFP-BX1D 

図 1-30 外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SFP-BX1Dにはモジュール Aタイプとモジュール Bタイプの 2タイプのものがあります

が，機能上の違いはありません。 

 

●モジュール B タイプ ●モジュール A タイプ 

(1) SFP 裏面ラベルの表示 : AlaxalA SFP-BX1U 

ラベルの色 : 白 

(2) レバーの色 : 青 

(1) ラベルの表示 : AlaxalA SFP-BX1U 

ラベルの色 : 白 

(2) レバーの色 : 青 

(2) 

(1) 

(2)
(1) 

●モジュール B タイプ ●モジュール A タイプ 

(1) SFP 裏面ラベルの表示 : AlaxalA SFP-BX1D 

ラベルの色 : 白 

(2) レバーの色 : 赤紫 

(1) ラベルの表示 : AlaxalA SFP-BX1D 

ラベルの色 : 白 

(2) レバーの色 : 紫 

(2) 

(1) 

(2)
(1) 
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「(8) SFP-BX4U」の説明を下記に訂正します。（P38） 
 

【訂正】 

(8) SFP-BX4U 

図 1-31 外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SFP-BX4Uにはモジュール Aタイプとモジュール Bタイプの 2タイプのものがあります

が，機能上の違いはありません。 

 

 
「(9) SFP-BX4D」の説明を下記に訂正します。（P38） 

 
【訂正】 

(9) SFP-BX4D 

図 1-32 外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SFP-BX4Dにはモジュール Aタイプとモジュール Bタイプの 2タイプのものがあります

が，機能上の違いはありません。 

 

●モジュール B タイプ ●モジュール A タイプ 

(1) SFP 裏面ラベルの表示 : AlaxalA SFP-BX4U 

ラベルの色 : 白 

(2) レバーの色 : 黄 

(1) ラベルの表示 : AlaxalA SFP-BX4U 

ラベルの色 : 白 

(2) レバーの色 : 青 

(2) 

(1) 

●モジュール B タイプ ●モジュール A タイプ 

(1) SFP 裏面ラベルの表示 : AlaxalA SFP-BX4D 

ラベルの色 : 白 

(2) レバーの色 : 緑 

(1) ラベルの表示 : AlaxalA SFP-BX4D 

ラベルの色 : 白 

(2) レバーの色 : 紫 

(2) (1) 

(2) 

(1) 

(2) (1) 
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(10) に SFP-T の説明を追加します。（P38） 
 

【追加】 

(10) SFP-T 

図 1-32a 外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) ラベルの表示: AlaxalA SFP-T 

ラベルの色: 白 

(2) レバーの色: 黄 

 

SFP-T は NK1G-24S でサポートしています。 

 
 
 

1.8.2 XFP 
 

「(2) XFP-LR」の説明を下記に訂正します。（P40） 
 

【訂正】 

(2) XFP-LR 

図 1-34 外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) ラベルの表示: AlaxalA XFP-LR 

(2) レバーの色: 青 

 

XFP-LRにはモジュールAタイプとモジュールBタイプの 2タイプのものがありますが，

機能上の違いはありません。 

 

(2)

(1)

(2) 
(1) 

●モジュール B タイプ ●モジュール A タイプ 

 

(2)
(1)
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2. 設置の準備（P45～P68） 
 

2.4 電源設備 
 

2.4.1 AC100V 電源設備 
 

「表 2-4 突入電流」を下記に訂正します。（P50） 
 

【訂正】 

表 2-4 突入電流 

電流（ピーク値） 30A 15A 

時間 10ms 以下 150ms 以下 

 
 
 

2.4.2 AC200V 電源設備 
 

「NOTE」を下記に訂正します。（P53） 
 

【訂正前】 
 

電源を冗長化する場合には，異なる電源系統からそれぞれの電源機構に給電すること

で，電源設備系統を 2 系統化することができます。 

 
 

【訂正後】 

 

 

電源を冗長化する場合には，異なる電源系統からそれぞれの電源機構に給電すること

で，電源設備系統を 2 系統化することができます。 

ただし，本装置を AC230V 以上の電源に接続して電源を冗長化する場合には，異なる電

源系統からそれぞれの電源機構に給電して電源設備系統を 2 系統化してください。 

一つの系統から給電すると、機器 1 台当り最大 5mA の漏れ電流が流れます。 
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「表 2-8 突入電流」を下記に訂正します。（P53） 

 
【訂正】 

表 2-8 突入電流 

電流（ピーク値） 30A 15A 

時間 10ms 以下 150ms 以下 

 
 
 

2.4.3 DC-48V 電源設備 
 

「表 2-11 突入電流」を下記に訂正します。（P57） 
 

【訂正】 

表 2-11 突入電流 

電流（ピーク値） 60A 

時間 40ms 以下 

 
 
 

2.6 漏れ電流 
 

「2.6 漏れ電流」を下記に訂正します。（P59） 
 

【訂正】 
 

本装置の電源機構には，電気的雑音による障害を防止するためのノイズフィルタが取り付けられてい

ます。そのため，保安用アース（D 種接地）線に最大 3.5mA の漏れ電流が流れます。  
 
消防法等によって漏電ブレーカの設置を義務づけられている場合はそのことを考慮してください。 
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3. インタフェースケーブルおよび端末の準備（P69～P82） 
 

3.1 インタフェースケーブル一覧 
 

表 3-1 を下記に訂正します。（P70，P71） 
 

【訂正】 

表 3-1 インタフェースケーブル 

ポート トランシーバ インタフェース ケーブル コネクタ 

10/100/1000BASE-T 

ポート 

- 10BASE-T UTP ケーブル（カテゴリ 3 以上） RJ-45 

コネクタ 
- 100BASE-TX UTP ケーブル（カテゴリ 5 以上） 

- 1000BASE-T UTP ケーブル（エンハンストカテゴリ 5 以上） 

1000BASE-X ポート SFP-T 10BASE-T UTP ケーブル（カテゴリ 5 以上） RJ-45 

コネクタ 
100BASE-TX UTP ケーブル（カテゴリ 5 以上） 

1000BASE-T UTP ケーブル（エンハンストカテゴリ 5 以上） 

SFP-SX 1000BASE-SX マルチモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=50/125µm） 

LC2 芯 

コネクタ 

マルチモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=62.5/125µm） 

SFP-SX2 1000BASE-SX2 マルチモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=50/125µm） 

マルチモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=62.5/125µm） 

SFP-LX 1000BASE-LX マルチモード光ファイバケーブル*1 

（コア/クラッド径=50/125µm） 

マルチモード光ファイバケーブル*1 

（コア/クラッド径=62.5/125µm） 

シングルモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=10/125µm） 

SFP-LH 1000BASE-LH シングルモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=10/125µm） 

シングルモード（DSF）光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=8/125µm） 

SFP-LHB 1000BASE-LHB シングルモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=10/125µm） 

シングルモード（DSF）光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=8/125µm） 

SFP-BX1U 1000BASE- 

BX10-U 

シングルモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=10/125µm） 

LC1 芯 

コネクタ 

SFP-BX1D 1000BASE- 

BX10-D 

SFP-BX4U 1000BASE- 

BX40-U 

SFP-BX4D 1000BASE- 

BX40-D 

10GBASE-R ポート XFP-SR 10GBASE-SR マルチモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=50/125µm） 

LC2 芯 

コネクタ 

マルチモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=62.5/125µm） 
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ポート トランシーバ インタフェース ケーブル コネクタ 

XFP-LR 10GBASE-LR シングルモード光ファイバケーブル 

（コア/クラッド径=10/125µm） 
XFP-ER 10GBASE-ER 

XFP-ZR 10GBASE-ZR 

AUX ポート - RS-232C RS-232C ストレートケーブル D-SUB9ピン

コネクタ 

CONSOLE ポート - RS-232C RS-232C クロスケーブル D-SUB9ピン

コネクタ 

MANAGEMENT 

ポート 

- 10BASE-T UTP ケーブル（カテゴリ 3 以上） RJ-45 

コネクタ 
100BASE-TX UTP ケーブル（カテゴリ 5 以上） 

*1 1000BASE-LX でマルチモード光ファイバを使用する場合，光ファイバによっては BER（ビット・

エラー・レート）が上昇することがあります。このような場合には，モード・コンディショニング・

パッチコードを使用することで，問題なく通信することができます。  

 
 
 

3.2 インタフェースケーブルの詳細 
 

3.2.1 UTP ケーブル（10/100/1000BASE-T） 
 

表 3-2a に SFP-T の物理仕様を追加します。（P72） 
 

【追加】 

表 3-2a 10/100/1000BASE-T 物理仕様（SFP-T） 

項目 
物理仕様 

10BASE-T 100BASE-TX 1000BASE-T 

カテゴリ カテゴリ 5 以上 カテゴリ 5 以上 エンハンストカテゴリ 5 以上 

伝送距離（最大） 100m 100m 100m 
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4. 機器の設置（P83～P128） 
 

4.9 SFP の取り付けと取り外し 
 

SFP の取り付け，取り外しの説明を下記に訂正します。（P111，P112） 
 

【訂正】 
 

SFP は，ネットワークインタフェース機構を装置に取り付けた状態で，装置の電源を入れたままで

取り付けと取り外しを行なうことができます。 

4.9.1 SFP-SX，SFP-SX2，SFP-LX，SFP-LH，SFP-LHB，SFP-BX1U，SFP-BX1D，

SFP-BX4U，SFP-BX4D の取り付けと取り外し 

(1) 取り付け方  

レバーを図のように起こしたまま，「カチッ」と音がするまで SFP を挿入します。  
 

図 4-27 SFP の取り付け（上側のポート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) SFP  

(2) レバー  

(3) イーサネットポート  

 

上図はネットワークインタフェース機構の上側のイーサネットポートに SFP を取り付

ける場合の例です。 

下側のイーサネットポートに SFP を取り付ける場合は，次図のように SFP の向きを上

下逆にして取り付けてください。 

 

 
 

(1) (2) 

(3)
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図 4-28 SFP の取り付け（下側のポート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) レバー  

(2) SFP  

(3) イーサネットポート  

 

(2) 取り外し方  

レバーを矢印の方向に下ろし，レバーを持って手前に引き抜きます。  
 

図 4-29 SFP の取り外し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) レバー  

(2) SFP 

 
 

 
 

(1) 

(2) 

 

 

(1) (2)
(3)
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4.9.2 SFP-T の取り付けと取り外し 
 

SFP-T 動作中（リンク確立中）の温度は，最高 65℃になります。動作中および動作停

止直後は手を触れないでください。火傷の原因となります。 

なお，SFP-T を取り外す場合は以下の手順に従ってください。以下の手順に従わないと，

火傷の原因となります。 

・装置の電源を入れたままで取り外す場合は，inactivate コマンドを実行してから 5 分後

に取り外す 

・装置の電源を切断して取り外す場合は，電源を切断してから 5 分後に取り外す 

 

inactivate コマンドについては，「ソフトウェアマニュアル 運用コマンドレファレンス

Vol.1 17. イーサネット」を参照してください。 

 

(1) 取り付け方 

レバーを図のように起こしたまま，「カチッ」と音がするまで SFP を挿入します。 
 

図 4-29a SFP の取り付け（上側のポート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) レバー 

(2) SFP 

(3) イーサネットポート 

 

上図はネットワークインタフェース機構の上側のイーサネットポートに SFP を取り付

ける場合の例です。 

下側のイーサネットポートに SFP を取り付ける場合は，次図のように SFP の向きを上

下逆にして取り付けてください。 

 

  

(1) 
(2) 

(3)
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図 4-29b SFP の取り付け（下側のポート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) レバー 

(2) SFP 

(3) イーサネットポート 

 
 

(2) 取り外し方 

レバーを矢印の方向に下ろし，レバーを持って手前に引き抜きます。  
 

図 4-29c SFP の取り外し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) レバー 

(2) SFP 

 

  

(3)

(1) (2)

  

(1) 

(2) 
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4.12 インタフェースケーブルの接続 
 

UTP ケーブルの取り付け手順の説明を下記に訂正します。（P117） 
 

【訂正】 

(1) UTP ケーブル  

「カチッ」と音がするまでコネクタを挿入します。  
 

図 4-34 UTP ケーブルの取り付け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) UTP ケーブル  

(2) つめ  

(3) イーサネットポート  

 

上図はネットワークインタフェース機構のイーサネットポートに取り付ける場合の例

です。SFP-T に取り付ける場合も同様の手順で行なってください。 

 

取り外す場合は，つめを押さえながら引き抜きます。 

 
 

 
 

(1) (3)(2) 
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5. オプションの増設および交換（P129～P182） 
 

5.5 基本制御機構の増設および交換 
 

「(2) 取り付け方」の本文，NOTE および図を下記に訂正します。（P154，P155） 
 

【訂正】 

(2) 取り付け方  

基本制御機構の取り付けは装置の電源を入れたままで行なうことができます。  
ただし，取り付けの手順は，装置の電源を入れたままで行なう場合と，装置の電源を切断して行な

う場合で異なります。  
また，取り付けた基本制御機構が運用系か待機系かによっても異なります。次の図を参照して操作

を行なってください。 
 

二重化構成で装置の電源を切断して 2 枚とも交換する場合は，はじめに運用系の取り付

けおよび運用情報の復旧（ステップ 1～ステップ 6-1）を行なった後，待機系の取り付

けおよび運用情報の復旧（ステップ 1～ステップ 6-2）を行なってください。 

 

図中のステップ 1～ステップ 6 の詳細については，「図 5-23  取り付けの操作の流れ」

以降のステップの説明を参照してください。 
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図 5-23 取り付けの操作の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

いいえ

はい

ステップ 1 基本制御機構を半分まで挿入します。 

開始 

ステップ 2 レバーが装置に接触するまで基本制御機構を挿

入します。 

ステップ 3 基本制御機構のレバーを閉じます。 

ステップ 4 基本制御機構のネジを締めます。 

終了 

ステップ 5 基本制御機構の電源を投入します。 

装置の電源を 

入れたままで取り付けを 

行なっていますか？ 

装置の電源を投入します。 

 

※装置の電源を投入するには，｢4.13 電源の投入と

切断｣ を参照してください。 

取り付けた基本制御機構

は運用系ですか？待機系

ですか？ 

運用系です 

待機系です 

ステップ 6-2 待機系の基本制御機構の復旧を行な

います。 

ステップ 6-1 運用系の基本制御機構の復旧を行な

います。 

ステップ 6 運用情報の復旧を行ないます。 
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「(2) 取り付け方【ステップ 6】」の説明を下記に訂正します。（P159） 
 

【訂正】 
 

【ステップ 6】 

運用情報の復旧を行ないます。復旧の手順は運用系と待機系とで異なります。該当する手順で操作を

行なってください。 
 

6-1 運用系の基本制御機構の復旧 

1 あらかじめバックアップしておいたファイルから運用情報を復旧します。（restore コマンドを

使用します。）運用情報を復旧させるには，メモリカードまたは ftp サーバにバックアップしてお

いたファイルを使用してください。 

 

バックアップしておいたファイルの中にソフトウェアのバックアップが無い場合は，

「ソフトウェアアップデートガイド」を参照してソフトウェアをインストール後 restore

コマンドを実行してください。 

なお，restore コマンドについては，「ソフトウェアマニュアル 運用コマンドレファレ

ンス Vol.1 9 ソフトウェアバージョンと装置状態の確認」を参照してください。 

 

ソフトウェアがインストールされていない基本制御機構のシステム操作パネルには

「BOOT INST OS」が表示されます。ソフトウェアがインストールされると「BOOT INST 

OS」の表示が消えます。 

 

 

6-2 待機系の基本制御機構の復旧 

1 待機系の基本制御機構にソフトウェアをインストールします。（cd コマンドでアップデートフ

ァイルが格納されているディレクトリに移動後，ppupdate コマンドを使用します。初期の状態

では，アップデートファイルは k.img というファイル名で/usr/var/update の配下に格納されてい

ます。） 

2 待機系の基本制御機構を再起動させます。（reload standby コマンドを使用します。） 

3 待機系のコンフィグレーション，ユーザアカウント，パスワード，ライセンスキーなどの設定

を運用系と同期させます。（synchronize コマンドを使用します。） 

4 オプションライセンスを導入している場合，ライセンスキー情報を反映させるために待機系の

基本制御機構を再起動させます。（reload standby コマンドを使用します。） 

 

アップデートファイルが/usr/var/update の配下に無い場合は，「ソフトウェアアップデ

ートガイド」を参照して装置にアップデートファイルを転送した後に ppupdate コマン

ドを実行してください。 

 

使用するコマンドについては，以下のマニュアルを参照してください。  

cdコマンド: ソフトウェアマニュアル 運用コマンドレファレンス Vol.1 4. コンフィ

グレーションとファイルの操作 

ppupdate コマンド: ソフトウェアマニュアル 運用コマンドレファレンス Vol.1 14 ソ

フトウェアの管理  

synchronize コマンド: ソフトウェアマニュアル 運用コマンドレファレンス Vol.2 10.

BCU/CSU/MSU の冗長化  

reload コマンド: ソフトウェアマニュアル 運用コマンドレファレンス Vol.1 9 ソフト

ウェアバージョンと装置状態の確認 

 

ソフトウェアがインストールされていない基本制御機構のシステム操作パネルには

「BOOT INST OS」が表示されます。ソフトウェアがインストールされると「BOOT INST 

OS」の表示が消えます。 
 
 


